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Ⅰ 令和７年 職業性疾病の発生状況
（図・表 静岡労働局「労働衛生の現況」の統計より）

【職業性疾病の発生状況（休業4日以上の死傷災害）概況】

① 増加傾向（令和5年に300件を超え、令和7年は447件で全死傷災害の9.9％を占める）

② 疾病（多い順）「負傷に起因する腰痛」221件、「異常温度条件による疾病」70件、
「負傷によらない業務上の腰痛」39件、「化学物質による疾病（がん
を除く）」16件

③ 死亡災害 3件

④ 増加要因
ア 労働者の高齢化、女性の就業率上昇など就業構造の変化（腰痛）
イ 気候変動（熱中症）



疾病 業 種 災害の概要

負
傷
に
起
因
す
る

疾
病

窯業土石製品製造業

墓石の戒名板（重さ70ｋｇ）の据付作業を被災者と同僚の２名で
行っていた。被災者は、墓石南側で高さ78ｃｍ、幅12ｃｍ程度の外
枠羽目石に右足を、高さ65ｃｍの芝台に左足をかけて作業を行って
いた。同僚は墓石北側におり、戒名板の位置調整を行っていたとこ
ろ、視界に被災者がいないことに気づき、確認したところ、頭部を
墓地の床面、両足を芝台に投げ出し、頭部から出血し仰向けで倒れ
ていたもの。

異
常
温
度
条
件
に
よ
る
疾
病

輸送用機械等製造業

工場内で新幹線車両の組付けを行う作業現場に、一次下請の労働
者として入場していた被災者は、作業場を一時離脱して作業場外で
座り込んでいたところを、協力会社の作業員が発見して身体冷却等
の措置を実施した。約１時間後、帰宅のためタクシーに、乗車しよ
うと立ち上がったところ、倒れ込み、地面に後頭部を打ち付け、意
識を失ったため、緊急搬送をしたものの、３日後に死亡した。

食料品製造業

3,000リットルの抽出窯を使用して魚の出汁を抽出する工程におい
て、被災者が抽出窯の保温ジャケットの縁に立ち、長さ約１ｍの棒
で落し蓋を押し込む作業をしていたところ、抽出窯の中に転落した。
被災者は転落した際、すぐに自力で脱出しホースで自分の身体に水
をかけたものの、全身の85％の部分に熱傷を負い、治療を行ってい
たがその後死亡した。

【疾病による死亡災害】
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【熱中症の発生状況】



【一般健診概況】

①有所見率が高い項目
「血中脂質」32.3％、「血圧」18.6％、「肝機能」15.6％、「血糖」15.5％

②有所見率上昇項目（平成28年比較）
「血圧」＋4.6、「胸部Ⅹ線」＋2.5、「貧血」＋2.5、「心電図」＋1.4

【特殊健診概況】

①有所見率が高い健診（法定）
「高気圧（潜水）」13.95％「電離放射線」10.58％、

②有所見率が高い健診（指導勧奨）
「ＶＤＴ（情報機器）」29.63％、「騒音」19.35％、「超音波溶着機」6.92％
「紫外線・赤外線」5.46％

～ 定期健康診断項目が改正されます（令和９年４月より）～

✓ 「喀痰検査」が削除されます
健康診断機関や事業者においては、胸部エックス線検査の結果を踏まえ、結核感染が疑われる者に

対しては、医療機関への速やかな受診勧奨を行ってください。

✓ 「肝機能検査」の酵素名が変更されます
「GOT」は「AST]、「GPT」は「ALT」、「γ-GPT」は「γ-GT」に変更となりました。ただし、

事業者や労働者が旧名称の方が理解しやすい等の状況がある場合については、健診機関における事業者
や労働者への健康診断の結果の通知について、必要に応じ、新名称と旧名称を併記する等しても差し支
えありません。

✓ ｢血清クレアチニン検査」が追加されます
「血清クレアチニン検査」は、腎臓の機能を調べるものです。検査結果に基づき、医師の意見を聴

取し、事後措置を講じる必要があります。また、有所見者に対しては医療機関への速やかな受診勧奨な
ど保健指導も必要です。

一般健康診断問診票に女性特有の健康課題（月経困難症、月経前症候群、更年期障害
等）に係る質問を追加することが適当であるため、女性特有の健康課題を抱える個々の労
働者と事業者を繋ぐ観点から、望ましい対応について、健診機関向けマニュアル・事業者
向けマニュアルがそれぞれ公表されています

～ 女性特有の健康課題に関する問診に係る健診機関実施マニュアル等が公表されています ～
（令和８年１月 厚生労働省）

Ⅱ 令和7年 定期健康診断（一般・特殊）有所見率の状況
（図・表 静岡労働局「労働衛生の現況」の統計より）

～ お知らせ ～







Ⅲ
Ⅲ 令和7年 ストレスチェック実施状況

（図・表 静岡労働局「労働衛生の現況」の統計より）



① 令和7年度の請求件数は1,254件（前年度比+21.7%）、決定件数は811件（同+3.4%）、
支給決定件数は217件（同-10％）、認定率（決定件数に対する支給決定件数の割合）
26.8%

② 請求件数・決定件数は増加傾向、支給決定件数・認定率は減少
③ 請求件数、支給決定件数が最も多い業種は「道路貨物運送業」

Ⅳ 令和7年度 脳・心臓疾患の労災補償状況】
厚生労働省令和7年度「過労死等の労災補償状況」2026.7.15公表 より



① 令和7年度の請求件数4,958件（前年度比+31.2%）、決定件数3,839件（同+9.8％）、
支給決定件数1082件（同+2.5％）、認定率28.2%

② 自殺の決定件数212件（同-1.4％）、支給決定件数76件（同-13.8％）、認定率35.8％
③ 精神障害の請求件数・決定件数・支給決定件数は増加傾向、認定率は減少
④ 請求件数、支給決定件数が最も多い業種は「社会保険・社会福祉・介護事業」
⑤ 支給決定件数が多い出来事は、「パワーハラスメント（222件）」、、「顧客や取引先、

施設利用者等から著しい迷惑行為を受けた（127件）」、「セクシャルハラスメント
（127件）」、「仕事内容・仕事量の大きな変化を生じさせる出来事（113件）」

Ⅴ 令和7年度 精神障害の労災補償状況】
厚生労働省令和7年度「過労死等の労災補償状況」2026.7.15公表 より



項目 事業所調査内容
事業所
割 合

雇入れ時教育 労働安全衛生法に基づく雇入れ時教育を実施している 57.4％

高年齢労働者の労働
災害防止対策

エイジフレンドリーガイドラインを知っている 24.8％

※取組内容：「高年齢労働者の特性を考慮した作業管理（高齢者一般に見られ
る持久性、筋力の低下等を考慮した高年齢労働者向けの作業内容の見直し）
61.0％と最多、次いで「個々の高年齢労働者の健康や体力の状況に応じた対応
（健康診断や体力チェックの結果に基づく運動指導や栄養指導、保健指導など
の実施など）」が45.4％

外国人労働者の労働
災害防止対策

外国人労働者に対する労働災害防止対策に取り組んでいる 84.8％

※ 取組内容：「外国人労働者に分かる言語（母国語や「やさしい日本語」
等）により災害防止の教育を行っている」46.3％と最多、次いで「災害防止の
ための指示などを理解できるように、必要な日本語や基本的な合図を習得させ
ている」41.0％

転倒防止対策

「物理的対策」
「設備・装備などの対策（職場内の手すり、滑りにくい床
材の導入・靴の使用、段差の解消、照度の確保等）、整
理・整頓・清掃の徹底など」に取り組んでいる

77.5％

「身体的要因を考慮した対策」
「骨密度、ロコモ度等のチェックによる転倒やけがのリス
クの見える化」に取り組んでいる

5.6％

「身体的要因を考慮した対策」
「転びにくい、又はけがをしにくい身体づくりのための取
組（専門家等による運動指導、スポーツの推進等）」に取
り組んでいる

14.3％

メンタルヘルス対策

メンタルヘルス対策に取り組んでいる 63.0％

メンタルヘルス不調により連続１か月以上休業した労働者
又は退職した労働者がいた

13.5％

化学物質のばく露防
止対策

労働安全衛生法第57条の２に該当する化学物質（SDS通知
対象物質）を使用している事業所におけるリスクアセスメ
ントの実施状況

すべて
67.7％

一部
26.3％

未実施
6.0％

Ⅵ 令和７(2025)年「労働安全衛生調査（実態調査）」（抜粋）
厚生労働省R8.8.7公表より

【事業所調査】



項目 個人調査内容
労働者
割 合

仕事や職業生
活における不
安やストレス
に関する事項

現在の仕事や職業生活に関することで、強い不安、悩み、スト
レス（以下「強いストレス」という。）と感じる事柄がある

67.5％

事柄の内訳（上位 多い順）

①「仕事の量」39.5％
①「仕事の失敗、責任の発生等」39.5％
③「対人関係（セクハラ・パワハラを含む。）」32.9％
④「仕事の質」30.7％
⑤「顧客、取引先等からのクレーム」22.1％
⑥「会社の将来性」20.5％
⑦「役割・地位の変化等（昇進・昇格、配置転換等）」17.7％

現在の自分の仕事や職業生活での不安、悩み、ストレス（以下
「ストレス」という。）について相談できる人がいる

94.8％

相談できる人（複数回答）内訳（上位 多い順）

①「家族・友人」74.8％
②「上司」63.8％
③「同僚」62.5％

≪男女別≫
男性：「家族・友人」が71.0％、「上司」66.6％、「同僚」57.3％
女性：「家族・友人」が79.1％、「同僚」68.6％、「上司」60.5％

長時間労働に
関する事項

１か月間の時間外・休日労働が 80 時間を超えた月があった 1.4％

１か月間の時間外・休日労働が 80 時間を超えたすべての月に
ついて医師による面接指導を受けた

16.2％

【個人調査】



（高年齢者の労働災害防止のための措置）
労働安全衛生法第６２条の２
事業者は、高年齢者の労働災害の防止を図るため、高年齢者の特性に配慮した作業環境

の改善、作業の管理その他の必要な措置を講ずるように努めなければならない。

Ⅶ 高年齢労働者の労働災害防止対策（努力義務）
R8.4施行

【作業環境改善・作業内容改善】
身体機能の低下を補う設備・装置の導入(最優先)
高年齢者の特性を考慮した作業管理

経営トップ

方針表明

担当者・組織

指定
安全衛生委員会等

検討

高齢者の特性に応じたリスクアセスメントの実施

高年齢者の健康や体力の状況の把握+安全衛生教育

高年齢者の労働災害防止のための指針
（エイジフレンドリー指針）



【労働施策総合推進法】第八章 治療と就業の両立支援
第二十七条の三 事業主は、疾病、負傷その他の理由により治療を受ける労働者について、
就業によつて疾病又は負傷の症状が増悪すること等を防止し、その治療と就業との両立を
支援するため、当該労働者からの相談に応じ、適切に対応するために必要な体制の整備そ
の他の必要な措置を講ずるよう努めなければならない。

治療と就業の両立支援指針

Ⅷ 病気を抱える労働者の治療と就業の両立支援（努力義務）
R8.4施行

【病気を抱える労働者の状況】
がん等の病気を抱える労働者の中には、職場の理解や支援体制が十分でなく、就業

をあきらめてしまうケースが少なくありません。今 後、高齢者の就労の増加等を背
景に、どの職場でも、病気を治療し ながら仕事をする労働者は増えていきます。

【治療と就業の両立支援とは】
大切な人材が病気になっても、治療を受けながら安心して働き続けられるよう支援

するため、本人からの相談に応じ、適切に対応できる体制・環境を整備し、必要な就
業上の調整や配慮を行う取組です。

【両立支援に取り組む意義】
労働者の健康確保及び就業継続とともに、社員全体の安心感やモチベーションの向

上による人材の定着、生産性の向上といった企業の成長につながります。



≪エイジフレンドリー補助金≫
TEL：03-6381-7507  《申請担当》一般社団法人日本労働安全衛生コンサルタント会
「エイジフレンドリー補助金事務センター」
対象：①専門家総合対策コース ②熱中症対策コース ③コラボヘルスコース（①・②上
限100万円、③上限30万円） ※ 補助金申請受付期間 令和８年５月〜令和８年10月

≪化学物質のリスクアセスメント相談窓口（無料）≫
TEL: 050-5577-4862 《相談窓口》テクノヒル株式会社 化学物質管理部門
〜化学物質管理（ラベル・SDS・リスクアセスメントなど）に関する電話相談〜
開設期間：令和８年４月〜令和９年３月 平日10：00〜17：00

≪静岡産業保健総合支援センター（無料）≫
TEL：054-205-0111 産業保健スタッフ、事業主等に対して、産業保健研修や専門的な
相談への対応などの支援を実施
・産業医等産業保健スタッフ向け専門的研修、事業主等向け相談対応
・メンタルヘルス対策や両立支援の専門家による個別訪問支援
・事業主・労働者等に対する啓発セミナー 等
※転倒防止・腰痛予防のための職場訪問支援（健康測定・チェック/社内セミナーの実施・
実技指導・運動アドバイス等）を無料で実施していますので、ご利用願います

≪富士地域産業保健センター（無料）≫
TEL：0545-57-5211 産業医、保健師を配置し、小規模事業場への支援を実施
・長時間労働者、高ストレス者に対する面接指導
・健康診断結果についての医師からの意見聴取
・労働者の健康管理（メンタルヘルスを含む）に係る相談 等

≪労働安全衛生コンサルタント会静岡支部安全衛生なんでも相談（無料）≫
・開設日 平日の火・木曜日 13時〜16時
・相談事項 産業安全・衛生全般
・相談窓口 〒420-0839 静岡市葵区鷹匠２－１７－５ (静基連会館内1F）

電話/Fax 054-253-5857 ※ 電話でもご相談できます
E-mail shizu_aneicon@yahoo.co.jp

≪静岡働き方改革推進支援センター（無料）≫
TEL：0800-200-5451 働き方改革に関する様々な課題に対応するワンストップ相談窓口
として、社労士等の専門家が、中小企業事業主の方からの労務管理上の相談に対応します
・開所時間 平日9:00〜17:00 ※年末年始を除く

※ご来所の際は、事前予約をお願いいたします。
・所在地 静岡県静岡市葵区日出町１-２TOKAI日出町ビル４階
・E-mail shizuoka@workstylereform.net

【 関係機関、助成金、相談窓口等情報】

mailto:shizu_aneicon@yahoo.co.jp


≪労働衛生標語の募集≫

≪ご確認願います≫
1. 週間説明会・労務管理研修会につきましては、令和７年度よりハガキによる開催案内

をしておりません 誠にお手数ですが、当協会Webサイトの会員専用サイト「会員様
専用」サイト（パスワード『frk』）で日程等確認のうえ、ご参加をお願いいたします

2. 会報「労基しずおか」は昨年8月より上記サイトに掲載しております

〇 令和8年10月13日(火) 優良事業場見学会/静岡県産業安全衛生大会（無料）
AM 優良事業場見学会 テルモ(株)富士宮工場 体験型安全道場 (富士宮市三園）
PM 静岡県産業安全衛生大会 グランシップ

特別講演「ナッジによる健康安全プロモーション」（仮題）
青森県立保健大学客員教授、青森大学客員教授 竹林 正樹 氏

〇 令和8年11月13日(金) 労働衛生管理セミナー（有料） 静岡労政会館
特別講演「新しい化学物質管理~自律的管理の進め方~」(仮題)

中央労働災害防止協会
〇 令和9年2月25日(木) 労務管理研修会（無料）

講 演：監督署監督課長
特別講演：「同一労働同一賃金ガイドライン等の改正」（予定）

【富士労働基準協会 お知らせ】

≪イベントのご案内≫

応募締切日：令和8年9月24日(火)
応募作品数：１事業所5点以内
応募方法：下欄に記載しFax、若しくは協会Webサイト会員専用サイト「会員様専用」に掲載
のGoogleフォームによりご応募願います

富士労働基準協会 宛 （Fax 0545-53-0333）

標 語 氏 名
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